
人
口
減
少
に
よ
り
担
い

手
が
年
々
減
少
し
、
将

来
的
な
荒
廃
農
地
化
や

農
業
の
衰
退
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
諸
問
題
の
解
決
の
た

め
、
令
和
２
年
度
に
「
垂
水
市
農

業
創
生
未
来
会
議
」
を
設
置
し
、

市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
農
業
施

策
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

そ
の
意
見
を
反
映
し
、
令
和
３

年
度
は
、
次
世
代
を
担
う
農
業
者

の
育
成
に
向
け
「
就
農
前
研
修
受

入
事
業
」
を
創
設
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
農
後
の
継
続
支
援
と

し
て
、「
指
導
農
業
士
現
地
派
遣
事

業
」
を
創
設
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
農
産
物
を
対

象
に
自
然
災
害
等
の
様
々
な
リ
ス

ク
に
対
し
、「
収
入
保
険
制
度
支
援

対
策
事
業
」
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

機
構
集
積
支
援
事
業

は
、
昨
年
12
月
に
設
立

さ
れ
た
、
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
と
農
業
生
産
性
の
向

上
を
目
的
と
し
た
、
宮
前
地
区
農

未来農
業創生

首都圏への特産品販路拡大

地
集
積
協
議
会
に
よ
る
農
地
集
積

を
支
援
す
る
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
農
地
中
間
管
理
機
構
等

と
連
携
し
、
圃
場
整
備
の
実
現
と
、

担
い
手
の
農
業
生
産
性
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

た
る
み
ず
特
産
品
販
路

拡
大
支
援
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
得
ら

れ
た
実
績
の
分
析
・
検
証
を
基
に
、

首
都
圏
の
企
業
と
連
携
し
、
特
産

品
の
販
売
等
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

食
材
の
良
さ
新
鮮
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、

新
規
取
引
機
会
の
創
出
や
、
安
定

し
た
継
続
的
取
引
に
繋
が
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の
状
況
を

踏
ま
え
、
お
中
元
・
お
歳
暮
の
ギ

フ
ト
シ
ー
ズ
ン
に
、
垂
水
市
漁
協
・

牛
根
漁
協
を
含
め
た
垂
水
市
内
の

事
業
所
に
よ
る
特
産
品
の
販
売
に

よ
る
実
食
体
験
を
実
施
す
る
な
ど
、

よ
り
効
果
的
な
特
産
品
の
販
売
促

進
、
販
路
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

販路
拡大

機構
集積

経済経済への挑戦－主な関連事業を紹介－

新規就農支援事業
124 万 8 千円／農林課

農業の担い手の育成・確保
① 就農前研修受入事業補助金
② 指導農業士現地派遣事業

被災しても営農継続可能な体制
大型台風等で被災しても継続して営農するため、
収入保険への加入促進を図る

収入保険制度支援対策事業
50 万円／農林課

農地の集約・集積
宮前地区等の農地集約・集積を図り、
担い手の農業生産性の向上を図る

機構集積支援事業
継続

452 万 6 千円／農業委員会

未来農業の創生 予算額 627 万 4 千円

新規

新規

継続

首都圏における水産物・特産品の PR
および販路拡大
首都圏の企業と連携し、本市の水産物・特産品等の
PR・販売を行う
※実施時期はお中元（７月）お歳暮（12月）時期を予定

たるみず特産品販路拡大支援事業
585 万 9 千円／水産商工観光課

目的 目的

目的 目的

Challenge

予算額 585 万 9 千円
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